
1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

潮沢ロマンの会 今回は 

  

【潮沢ロマンの会】の歩み 

「村から町、そして市への合併。地域の詳しい歩みは時を経て徐々に

忘れ去られていく。今まとめないと若い人に継承できない。」 

平成 22 年 4 月、東川手の行政や産業・文化・教育等の歴史を記録に残

そうとの元明科町長の小林一富さんの呼びかけに、東川手地区の歴史愛

好者等 6 名が潮公民館に集まり「東川手歴史の会」を発足させ活動を始

めたものの高齢な事もあり、24 年 3 月、会の活動は滞った。その頃、等々

力秀和さんより、安曇野市環境行動計画の「歩いて楽しいまちづくりプ

ロジェクト」作成の紹介があり、これに参加し、安曇野の景観まちづく

りや歴史文化、暮らし等を一緒に学んだ。  

25 年 3 月にプロジェクトの案がまとまり、同年、各地域の区長会への

説明、取り組み周知の散策行事を経て、市内のモデルとなる地区への応

募を求めた結果、潮沢区がモデル地区となった。潮沢区での取り組みの

第一歩は、①廃線敷と周辺集落のみちを活用した里山めぐりのコースづ

くり、②廃線敷沿線のケヤキの森づくり、③岩州公園の活用の 3 点を目

標とした。そして、27 年 8 月、潮沢ロマンの会を 3 名で発足、月 1 回集

まり、資料収集、聞き取り現地調査等を開始した。 

歩いて楽しいまちづくりプロジェクトの皆さんと 5 年間にわたり作成

したのが「廃線敷に D51 が走った時代」「明科岩州山善光寺裏街道をゆ

く」「潮沢名九鬼の平家にまつわる物語」「モデル潮沢の紹介 DVD」、そし

て唐沢良英氏作成の「潮沢柏尾の魅力御嶽社」。実際に岩州山、物見岩、

名九鬼、二見岩等々広い地域を廻り、改めて潮沢の歴史文化の深さに気

づく事ができた。この事業の成果を元に、31 年 2 月 16 日に NPO 法人安

曇野ふるさとづくり応援団と「安曇野ふるさと遺産」に関する協定を結

んだ。認定されたのは「潮沢の交通遺産と東山集落の暮らし」である。 

30 年 2 月の会議をもってプロジェクトは解散したが、31 年 4 月 10

日、潮沢ロマンの会は新たにプロジェクト 19 名の参加を得て再出発し

活動を続けている。主な活動は明科公民館の魅力再発見講座、安曇野環

境フェア、明科高校での講座、明北・明南小学校との廃線敷学習会の他、

4 年にわたり夏場に都会の子供と潮沢盆踊りでの交流会や、「ふるさと留

学わんぱくキャンプ」を通した歴史文化の学習会等を行ってきた。さら

に潮沢地区社協では我が郷土潮沢の歴史講座も始めた。 

修験者や山伏、山城等、研究課題も沢山あるが、潮沢に関わる資料・

写真等ありましたらご協力をお願いしたい。 

です 

今月の明科の事業所・団体紹介 

潮沢ロマンの会代表 

寳 喜吉 

明科支所：☎62-3001 / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和２年１月１６日 発行 No. 57 
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退
職
後
も
歴
史
講
座
や
バ
ス
旅
行
の
講
師
と
し

て
、
公
民
館
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
木
曽

路
や
海
野
宿
の
旅
行
は
、
歩
行
が
困
難
に
な
っ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
随
行
し
て
く
れ
た
こ
と
に
大
い

に
感
謝
し
て
い
る
。 

一
昨
年

11
月
に
東
京
の
国
立
新
美
術
館
で
東
山

魁
夷
展
が
開
催
さ
れ
る
の
で
行
か
な
い
か
と
い
う

誘
い
が
あ
っ
た
。
私
の
ほ
か
明
科
町
役
場
で
総
務
課

長
だ
っ
た
熊
井
秀
夫
さ
ん
と
豊
科
公
民
館
の
鈴
木

桂
子
館
長
と
４
人
で
日
帰
り
旅
行
を
行
っ
た
。
混
み

合
っ
て
い
た
が
、
唐
招
提
寺
障
壁
画
が
特
別
出
品
さ

れ
て
お
り
、
他
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
楽
し
い
旅
行

と
な
っ
た
。
こ
の
日
西
村
さ
ん
は
終
始
上
機
嫌
で
、

昼
食
で
も
普
段
口
に
し
な
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
町
制
施
行

40
周
年
記
念
事
業
の
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
。 

 

今
年
は
東
山
魁
夷
ら
の
長
峰
山
来
訪

50
周
年
と

な
る
。
こ
の
講
座
を
来
年
度
西
村
さ
ん
の
講
師
で
予

定
し
て
い
た
が
、
本
人
が
い
な
く
な
り
途
方
に
く
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
西
村
さ
ん
へ
の
思
い
も
込
め
て

明
科
公
民
館
で
企
画
し
、
実
施
し
て
行
き
た
い
。
天

国
で
見
守
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。 

（
令
和
２
年
１
月 明

科
公
民
館
長 

安
井 

邦
夫
） 

 

関
係
あ
る
か
ら
海
野
氏
と
真
田
氏
の
関
係
を
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
「
明
科
海
野
氏
と
真

田
丸
の
時
代
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
座
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
講
師
は
文
化
課
職
員
の
逸
見
大
悟

君
。

30
人
ほ
ど
参
加
者
が
く
れ
ば
良
い
か
な
と
思

っ
て
い
た
が
、
平
日
の
昼
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
日

は
普
段
あ
ま
り
来
な
い
男
性
客
で
あ
ふ
れ
か
え
っ

た
。
私
の
予
想
は
完
全
に
覆
さ
れ
、
こ
の
講
座
の
来

場
者
は

180
人
。
い
ま
だ
に
明
科
公
民
館
の
最
高
入

場
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
郷
土
史
や
地
域

に
関
す
る
講
座
を
定
期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な

り
、
男
性
客
も
良
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

私
が
西
村
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
５
年
前
明
科

公
民
館
に
勤
務
し
た
時
だ
っ
た
。
彼
は
明
科
支
所
長

と
し
て
退
職
前
の
最
後
の
１
年
間
の
勤
務
を
残
し

て
い
た
。
第
一
印
象
は
朴
訥
で
と
っ
つ
き
に
く
い
と

い
う
感
じ
を
持
っ
た
が
、
公
民
館
事
業
に
も
理
解
を

示
し
て
く
れ
、
運
動
会
、
文
化
祭
に
も
協
力
し
て
く

れ
た
。
公
民
館
講
座
の
企
画
、
運
営
に
あ
た
っ
て
苦

労
し
て
い
る
私
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
協
力
者
と
し
て

尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
。 

           

平
成

28
年
当
初
、
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
を
や
る
か
ら
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
関
係

の
あ
る
講
座
を
企
画
し
て
み
て
は
、
と
持
ち
か
け
ら

れ
た
。
そ
れ
で
は
真
田
氏
の
祖
先
海
野
氏
が
明
科
に

関 

「
永
明
は
真
面
目
で
実
直
、
何
事
に
も
一
生
懸
命

取
り
組
む
男
で
し
た
。
過
疎
化
に
よ
り
地
域
が
小
さ

く
な
っ
て
い
く
中
で
も
“
こ
の
場
所
を
大
事
に
し
た

い
”
と
諦
め
ず
、
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
陰
な

が
ら
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
し
た
。
」
…
会
葬
御
礼

に
は
こ
ん
な
文
章
が
書
か
れ
て
い
た
。
本
当
に
そ
の

と
お
り
の
人
間
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
残
念
で
な
ら
な
い
。 

火
災
か
ら
１
週
間
後
、
以
前
の
明
科
支
所
の
仲
間

数
人
と
自
宅
に
花
を
供
え
に
行
っ
た
。
自
宅
は
ほ
ぼ

全
焼
で
あ
っ
た
が
、
焼
け
残
っ
た
数
冊
の
書
籍
が
付

近
に
散
乱
し
て
い
た
。
西
村
さ
ん
、
も
っ
と
読
み
た

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
さ
ら
に
悲
し
さ
が
こ

み
あ
げ
て
き
た
。 

以
前
西
村
さ
ん
宅
に
来
た
時
は
桜
の
時
期
だ
っ

た
と
思
う
。
近
く
に
大
き
な
枝
垂
れ
桜
が
天
空
に
延

び
、
枝
葉
を
と
お
し
て
垣
間
見
え
る
北
ア
ル
プ
ス
が

美
し
か
っ
た
。
西
村
さ
ん
の
自
宅
の
あ
る
長
峰
山
の

中
腹
の
集
落
矢
ノ
澤
は
四
季
の
移
ろ
い
が
楽
し
め

る
場
所
だ
。
安
曇
野
市
役
所
退
職
後
、
自
宅
を
リ
フ

ォ
ー
ム
し
て
書
斎
を
造
っ
た
。
自
ら
「
出
水
庵
」
と

名
付
け
、
郷
土
史
を
研
究
し
、
執
筆
す
る
生
活
を
し

て
い
た
。
退
職
後
の
４
年
間
ほ
ど
は
自
身
の
好
き
な

生
活
が
で
き
て
満
足
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

西
村
さ
ん
の
思
い
出 
追 

悼 

昨
年

11
月

15
日
、
約
７
年
に
わ
た
り
「
明
科
た
か
ら
ば
こ
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
た 

西
村
永
明
さ
ん
が

64
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

安曇野市役所退職記念写真 
(平成 28 年３月) 

講座「東山魁夷と明科」にて、講義を 
おこなう西村さん(平成 29 年 12 月) 



3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新春のひとときを、情趣あふれる筝と尺八の演奏でお楽

しみください。 

 

楽団ケ・セラは、ハンディキャップを抱えた若者たちが中心となって

構成される楽団です。ハンディを乗り越え、音楽を通して自立を目

指す若者たちが、コンサートで華麗な演奏を披露します！皆さまど

うぞお聴きください♪ 

日 時： ２月１５日(土) 午前１０時３０分～ 

会 場： 明科公民館 講堂 

出 演： 楽団ケ・セラ 

参加費： 大人５００円 / 高校生以下：無料 

申込み： 不要 

主 催： 安曇野市男女共同参画社会推進会議 明科支部 

共 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

安曇野市文書館が明科地域の学校から収集した資料をもとに、明

科の近代の歴史についてお話しします。 

３月のいいまちサロンは、春を呼ぶ温かなコンサートです。日本の歌

を中心に、ヴァイオリン・フルート・マリンバの演奏と、男声合唱も加

わり、多彩な内容で子どもから年輩の方まで幅広い世代にお楽しみ

いただけます。どうぞお越しください。 

あかしな農業塾で育てたこんにゃく芋を使い、手作りこんにゃくをつ

くります。皆さまどうぞご参加ください。 

日 時： ２月６日(木) 午前９時～正午 

会 場： 明科公民館 調理実習室 

講 師： 望月 亮子さん 

参加費： ５００円 

定 員： 先着２０人 

対 象： 市内在住または在勤の人 

申込み： １月２３日（木）・２４日（金）に明科公民館へ 

お電話ください（℡62-4605）。受付は午前９時～午後５時。 

日 時： １月２８日(火) 午後２時～３時３０分 

会 場： 明科公民館 講堂 

出 演： 小澤 雅
まさ

美穂
み ほ

さん（筝） 

    有賀 雅栄
ま さ え

さん（筝） 

    原 靖堂
やすどう

さん（尺八） 

曲 目： 竹紫
ち く し

絃明
げんめい

、夕顔、大きな古時計ほか 

参加費： ３００円（お茶代） 

申込み： 不要 

共 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

日 時： ２月２６日(水) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 平沢 重人さん（安曇野市文書館 館長） 

参加費： ３００円（お茶代） 

申込み： 不要 

共 催： 明科いいまちつくろうかい!! 

76 

新 春 コ ン サ ー ト 

人 権 啓 発 コ ン サ ー ト 

学校メガネから見えるもの 

78 

日 時： ３月１５日(日) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

出 演： マナ・トーン 

参加費： 大人３００円 | 小中学生：１００円 | 乳幼児：無料 

申込み： 不要 

主 催： 明科いいまちつくろうかい!! 
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・昨年末心臓血管のつまりが見つかり、バイパス手術を行いました。これか

らは身体、衣類ともつぎはぎだらけの人生を送ることになりそうです。（や） 

 

・とても欲しいＣＤがあるのですが、販売元がつぶれ、国内では中古盤すら

出回らない状況。しかし海外オークションではなぜか新品が定価で売られ

ていました。英語は超絶苦手で外国人とやり取りしたことはないのですが、

出川哲朗を見習い、勇気を振り絞ってカタコト英文をメールしてみたとこ

ろ、なんと購入に漕ぎつけられました！出川哲朗ありがとう！（ふ） 

編集後記 

家庭の日  

改革～自分自身と向き合って～ 

明科高校生徒会の新スローガンは「改革～自分自身と向き合って～」に決まりました。明科高校には良い所

もたくさんありますが、まだまだ改善すべき所が多くあると思い「改革」というメインテーマにしました。

改善すべき点として、マナーや清掃、授業態度が挙がりました。このことを改善するには一人一人の意識を

高めることが大切だと考え、サブテーマを「自分自身と向き合って」にしました。また、校内の活動だけで

なく先輩方が大事にしてきた地域との活動を増やし地域の活性化に貢献していきたいと思います。 

新年のご挨拶 

明科いいまちつくろうかい！！ 

浅 見 郁 子 

皆様、新年をお健やかにお迎えになられました事と拝察いたしお慶び申し上げます。 

令和２年、オリンピック開催の記念すべき年が、平和で平穏で幸せな良き年でありますよう心よ

りお祈り申し上げます。 

この会も明科地域の活性化と、楽しく、安心、安全のまちづくりを目的に掲げ、発足から７年目を

迎えようとしております。地域の皆様からの今までのご協力に感謝申し上げるとともに、これから

の更なる明科地域の発展を願いながら原点を忘れずに全会員一丸となって進めてまいりたいと思い

ますので、一層のご協力をお願いいたします。 

 地域づくりはこの会だけでは到底できるものではありません。明科には区長会を始め、地域活性

に繋がる活動をされている様々な組織やサークルがあります。個々の会の特性を尊重しあいながら

横の連携を図り、共通の目的に向かってともに歩めば大きな力が生まれます。今年は地域活性に向

けての幅広いネットワークをつくっていくことができたらと考えています。 

 また、現代の最大の課題は、天災による甚大な被害が何時何処でどのように起きるか解らないと

いうことです。今まで、１００年に一度起きるか起きないかと言われていた災害が毎年のように発

生するようになってきています。いざという時に備え、身近なコミュニティの形成と支え合い、助け

合いの絆を深めていくことが求められます。日頃から学び、支え合える関係づくりを築いていくた

め「いいまちサロン」をもっとニーズに合った中身を検討し幅広い皆さんが参加できるようにして

参りたいと思います。 

 この会の発足当時から、共に活動を進めてきた明科高校生徒会を中心とした生徒の皆さんとの連

携もこの会の大事な柱です。様々な地域活動に参加して共に汗を流し、現に生徒さんからの発信が

明科駅前整備には活かされています。今年は熱意ある先生方と共に更なる活躍が期待できます。 

 明科の誇りでもある風光明媚な豊かな自然、温かな人の心、こんな素敵な明科を、もっと魅力ある

地域にしていこうではありませんか。大勢の皆さんの入会お待ちしております。 

明科いいまちつくろうかい!!では、明科高校生の皆さんとの連携による更なる地域活性化を目指しています。 

この度、生徒会長さんより今後の活動についての抱負をお寄せいただきましたので、ここに掲載いたします。 


